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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社ナバック

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

ナバックグループは、経営理念である
「ＮＡＶＣⅡ(Network AV Computer&Communication)において、「お客様」と「お客様のお客様」
にお役に立つことを願い、夢を持ち、社会・会社・社員・家庭・自分のために悔いのない人生設計を実現
し、社会に貢献する。」
を実現するために、国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」を事業活動につなげ、地域の持続可
能な社会の実現に貢献してまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

環境
（リスクマネジメント）
全ての事業活動において、当社が保護すべき情報資産に
対し、リスクのレベルに応じて、情報の機密性、完全性、可
用性をバランスよく維持・改善し、リスクに対する予防的
対応を行うと同時に、情報を利用しやすくし、価値を高め
ることを実践してまいります。

1．2026年まで国際規格
「ISO/IEC27001」（ISMS）の維
持
2．2026年まで情報漏洩事故0件
の維持

社会

経済

（社員が永く働ける労働環境の整備）
ワーク・ライフ・バランスを図り、仕事と家庭の両立支援を
推進してまいります。

1．2026年まで女性管理職比率
20％以上の維持
2．2026年までに有休取得日数平
均10日以上の達成

社会

経済

環境 （地球環境への配慮）
二酸化炭素の排出量の削減、電気や水の消費量削減な
ど、事業活動全般にわたって、環境負荷を軽減する努力を
行ってまいります 。

１．エコカー比率
　2023年68％ → 2026年80％
２．2026年までペットボトルのリサ
イクル化１００％の継続

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境
（リスクマネジメント）
全ての事業活動において、当社が保護すべき情
報資産に対し、リスクのレベルに応じて、情報の機
密性、完全性、可用性をバランスよく維持・改善
し、リスクに対する予防的対応を行うと同時に、
情報を利用しやすくし、価値を高めることを実践
してまいります。

1．国際規格
「ISO/IEC27001」
（ISMS）の維持
2．情報漏洩事故0件

１．現在維持中
２.情報漏洩事故0件

社会

経済

環境 （社員が永く働ける労働環境の整備）
ワーク・ライフ・バランスを図り，仕事と家庭の両
立支援を推進してまいります。
1 日の標準労働時間の短縮については、現実的
に無理な計画であったため達成できなかった。

1．女性管理職比率を
引き上げ20％
2．1 日の標準労働時
間の短縮7.0H

1．女性管理職比
20％
2．標準労働時間８．０
Ｈ

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境 （地球環境への配慮）
二酸化炭素の排出量の削減、電気や水の消費量
削減など、事業活動全般にわたって、環境負荷を
軽減する努力を行ってまいります 。

1．社用車のエコカー
置き換え(比率)80％
2．ペットボトルの
100%リサイクル化

１．エコカー比率68％
（入替タイミング及び
経費の問題により未
達）
２．ペットボトルのリサ
イクル化１００％

社会

経済


